Ⅱ．水質汚染事故対策マニュアル(例)
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①水質汚染事故対策マニュアル(例)は実践的な内容とし、これを表や図を用いて容易に理解できるようにした。

②水質汚染事故時に実施する業務全体を一覧できるように、業務項目を整理した『業務概要表』を作成した。(表2-1(PⅡ-13)参照)
③水質汚染事故時に、誰が、いつ、何を、どのように行うかを明確にするために、担当毎に実施する業務項目を抽出し、それらの実施時期、具体的な業務内容、実施上の留意事項等を示した『業務内容表』を作成した。

　　　　 初動体制の確立(全職員)：PⅡ-25～28参照

　　　　 対策本部長等　        ：PⅡ-37～38参照

総務班　　　　        ：PⅡ-39～46参照

応急給水班　　        ：PⅡ-47～54参照

取・浄水班 　　       ：PⅡ-55～63参照

管路班　　     　　   ：PⅡ-64～70参照

これにより、担当部分の数頁を確認するだけで、業務内容を把握できるようになっている。

なお、本マニュアルは水質汚染事故時に対応すべき事項を網羅しているため、各事業体では、規模・特性を考慮して必要に応じてこれらの取捨選択等を行い、マニュアルを利用し易いものにする。
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Ⅱ．水質汚染事故対策マニュアル(例)

水質汚染事故対策マニュアル(例)は、以下に示すモデル水道事業を想定して作成したものである。

表　モデル水道事業の概要

	項目
	内容

	行政区域内人口
	５万人

	水道事業(水道課)の組織
	庶務・経理係、工務係、浄水係、営業係の４係により構成。

平常時は、浄水係は浄水場、その他の係は市役所内水道課に勤務するものとする。

	水道課職員数
	22人(課長を含む)


１．総　論

1． 総論

1.1 目的

○○市水道において水質汚染事故が発生した場合、○○市水道課は、緊急措置、応急給水等の必要な事後対策を実施することが求められる。

本マニュアルは、○○市水道課が水質汚染事故発生時に、通常給水の早期の回復と計画的な応急給水の実施などの事後対策の諸活動を迅速かつ的確に実施できる体制を作り、水質汚染事故対応を適切に行うことを目的とするものである。

なお、本マニュアルは組織体制の変更等にあわせて、適宜見直す。

1.2 用語の定義

本マニユアルで使用している用語の定義を表1-1に示す。
表 1‑1　用語の定義

	区分
	用　　語
	定　　義

	対策本部
	水質事故

対策本部
	減断水が生じる水質汚染事故が発生した場合、緊急措置や応急給水等を目的として水道課等に設置される対策本部。

	水道　　事業　　者
	応援事業者等
	水質汚染事故が発生した事業者に対して緊急措置、応急給水や応急復旧の応援を行う水道事業者等。

	水　質

汚

染

事

故

対

策

等
	水質汚染事故
	水質汚染事故は次の場合をいう。

1 水道水源及び水道原水の水質異常によって健康被害を生じる場合、又はそのおそれのある場合

2 水道施設における水質汚染及び不適切な浄水処理等に伴う水道水の水質異常によって健康被害等を生じる場合、又はそのおそれのある場合

3 水道水を原因とする感染症・食中毒等が発生する場合

4 小規模水道水・井戸水等の水質異常によって健康被害等を生じる場合、又はそのおそれのある場合

	
	事前対策
	水質汚染事故発生時の事後対策(ソフト対策) のための事前準備対策及び粉末活性炭設備、オイルフェンス、水質監視機器の整備(ハード対策)等の水質汚染事故発生に備えた対策。

	
	事後対策
	水質汚染事故発生後、初動体制、応急体制を確立して行う取水停止、浄水処理強化等の緊急措置や応急給水、応急復旧等の対策。

	
	初動体制
	水質汚染事故発生後、動員・配備した職員等により、水質汚染事故初期の活動(情報収集・連絡、事故状況調査、緊急措置等)を行う組織体制。

	
	応急体制
	応援事業者等を配備し、応急給水を含め、水質汚染事故対策を本格的に実施することができる組織体制。

	
	応急復旧
	通水回復に向けて実施する水道施設の洗浄・通水等。

応急復旧計画を策定し、順次実施する。

	
	応急給水
	水質汚染事故により断水が発生した場合、緊急の水需要に応ずるための臨時の給水。

断水状況を把握した上で、応急給水計画を策定し、給水車両や緊急貯水槽、仮設給水栓等を用いて実施する。


1.3 水質汚染事故対策マニュアルの構成

水質汚染事故対策マニュアルは、想定される水質汚染事故に基づき、水道システムの被害を想定し、水質汚染事故対策の基本条件を整理した「１．総論」と、被害を未然防止・軽減するための「２．事前対策」、及び被害が発生した後に対応する「３．事後対策」から構成されている。

1． 総論

1.1 目的　　　1.2用語の定義　　1.3水質汚染事故対策マニュアルの構成　

1.4 水質汚染事故の想定　1.5 被害想定と応援依頼

2． 事前対策

2.1 応急体制組織と業務　2.2 応急対策資料の準備　2.3 関係機関との連携

2.4 教育・訓練等　　　　2.5水道施設等の水質汚染事故対策

3． 事後対策

3.1初動体制の確立　　　3.2 応急体制の確立、緊急措置、応急復旧、応急

給水

1.4 水質汚染事故の想定

想定水質汚染事故は、過去に発生した水質汚染事故や水源上流域における工場、事業者の分布状況等を考慮して、表1-2に示す□□水質汚染事故、△△水質汚染事故とする。

表1-2　想定水質汚染事故

	
	□□水質汚染事故
	△△水質汚染事故

	水質汚染事故発生場所
	☐☐川上流

取水口上流**ｋｍ
	△△川上流

取水口上流**ｋｍ

	汚染物質
	フェノール
	油

	備考
	昭和**年

水質汚染事故発生
	平成**年

工場で油漏洩事故発生


1.5 被害想定と応援依頼

想定される水質汚染事故に基づき、以下の(1)(2)の事項を検討した結果を表 1-3に示す。

(1) 被害想定

汚染物質に対する浄水処理強化等の対応能力（水質検査部署の有無や能力も考慮する）、あるいは取水停止時間等から給水への影響を想定する。

(2) 応援依頼の検討

水質汚染事故の状況、給水状況の想定結果を踏まえ、応急体制を確立するため、水質事故が発生した事業者が独自で対応が可能か、他の水道事業者等に応援を依頼するかを判断する。

表 1‑3　想定水質汚染事故による想定被害と応援依頼業務(例)
	想定水質

汚染事故
	水道施設の想定被害等
	応急復旧・応急給水目標
	事後対策実施体制
	応援依頼業務
	実施主体

	
	
	
	
	
	当市

	共同
	応援　事業者

	□□水質汚染事故


	Ａ浄水場は取水・浄水停止

Ｂ浄水場は稼動

・断水範囲：Ａ給水区域全域

・断水人口　　　　：○○○人
	・応急復旧目標期間：○日間

・応急給水目標： ３L/人･日程度

(給水車両等による)


	給水車両(最大)：

○○台/日

応急給水人員(最大)：

○○班/日・○○人/日

応急復旧人員(最大)：

　○○班/日・○○人/日


	応急給水計画の策定
	
	○
	

	
	
	
	
	応急給水の実施
	
	○
	

	
	
	
	
	緊急措置、応急復旧計画の策定・実施
	
	○
	

	
	
	
	
	－
	－
	－
	－

	△△水質汚染事故


	Ａ浄水場は稼動

Ｂ浄水場は取水・浄水停止

・断水範囲：Ｂ給水区域全域

・断水人口　　　　：○○○人
	・応急復旧目標期間：○日間

・応急給水目標： ３L/人･日程度

(給水車両等による)


	給水車両(最大)：

○台/日

応急給水人員(最大)：

○班/日・○人/日

応急復旧人員(最大)：

　○班/日・○人/日
	応急給水計画の策定
	○
	
	

	
	
	
	
	応急給水の実施
	
	○
	

	
	
	
	
	緊急措置、応急復旧計画の策定・実施
	○
	
	

	
	
	
	
	－
	－
	－
	－


２．事前対策

2． 事前対策

2.1 応急体制組織と業務

水質汚染事故時の事後対策業務は、初動体制の確立、応急体制の確立、応急給水、緊急措置、応急復旧に大別される。表 2-1 (PⅡ-13参照)に事後対策業務（業務概要表）を示す。

2.1.1 初動体制の確立（職員の動員と配備等）

水質汚染事故時の職員の非常配備基準を表 3-1(PⅡ-25参照)に、非常配備体制を表3-2 (PⅡ-26参照)に示す。

また、表3-3 (PⅡ-27参照)、表3-4 (PⅡ-28参照)に水質汚染事故時の初動体制を確立するための職員の行動等（例）をまとめている。

なお、勤務時間外に水質汚染事故が発生した場合は、連絡網により参集することを基本とする。

また、水質汚染事故・情報の第一報が外部より通報された場合、又は自ら把握した場合に、その内容を詳細に確認するとともに、直ちに関係部署にその情報を伝達できるよう、情報管理体制の確立、伝達方法・伝達経路の整備を図る。

2.1.2 応急体制の確立、緊急措置、応急復旧、応急給水

1） 水質事故対策本部

水質汚染事故時の応急活動を円滑に推進するために図2-1(PⅡ-13参照)に示す水質事故対策本部長、水道技術管理者、応急対策班（総務班、応急給水班、取・浄水班、管路班）で構成する水質事故対策本部(以下「対策本部」という。)を設置する。

2） 水質事故対策本部会議

水質事故対策本部の中に、水質事故対策本部長、水道技術管理者、総務班長、応急給水班長、取・浄水班長及び、管路班長で構成する水質事故対策本部会議(以下「対策本部会議」という。)を設ける。

対策本部会議の主な決定事項等は次のとおりとする。

（1） 発生した水質事故による被害状況を把握し、想定水質汚染事故の被害とを比較して、緊急措置、応急復旧、応急給水の範囲・規模・目標等

（2） 他の水道事業者等への応急給水、応急復旧の応援要請の方針

（3） その他事後対策に必要な事項

早急・適切な対応が行えるよう、想定される水質汚染事故に応じて、事前に状況の判断方法や対策等を策定し、緊急措置実施の判断を行う責任者や指示系統を明確に定める。

3） 水質事故対策本部長等（PⅡ-37～38参照）　　

・水質事故対策本部長･･･水質事故対策本部の運営管理全般の統括を行う。

・水道技術管理者･･･････水質事故対策本部の技術面の運営管理の統括を

 　　　　　　　　　　　行う。

各応急対策の担当業務

応急対策班（総務班、応急給水班、取・浄水班、管路班）の基本的な業務内容と役割は以下のとおりである。

応急対策班は班活動の指揮・命令を行う班長とその補佐・代理を行う副班長により統括する。

それらの統括の下、役割に応じて担当及び現場作業を行うチームを置く。各担当には担当責任者を置き、業務を統括する。

(1) 総務班(PⅡ-39～46参照)

総務班は関係機関等との情報連絡、応援事業体等への応援要請等を行う。

（情報連絡）

・水質汚染事故の状況、断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画の確認

・厚生労働省、都道府県等への状況報告

・広報、苦情処理等

（応援要請等）

・応援事業者に対する緊急措置、応急復旧、応急給水の応援要請と配備

(2) 応急給水班(PⅡ-47～54参照) 

応急給水班は断水状況等を把握して、応急給水計画を策定し、給水車両等を用いて応急給水を行う。

(3) 取・浄水班(PⅡ-55～63参照)

取・浄水班は水源・浄水施設等について、水質汚染状況の把握と緊急措置を行い、応急復旧計画を策定し応急復旧(洗浄、通水等)を行う。

(4) 管路班(表PⅡ-64～70参照)

管路班は管路について、水質汚染状況の把握と緊急措置を行い、応急復旧計画を策定し応急復旧を行う。

4） 情報連絡体制

水質汚染事故時の外部との情報連絡や内部における指揮命令、情報収集、広報等の情報連絡体制を「4.2 情報連絡系統図」(PⅡ-71～73参照)に示す。

表 2‑1　事後対策業務(業務概要表)

	業務区分
	業務項目
	実施主体
	主な実施担当*1

	
	
	当市
	共同
	応援

事業者
	対策

本部長
	水道

技術

管理者
	総務班
	応急

給水班
	取・浄水
班
	管路班

	初動体制の確立
	0.初動体制の確立等
	 1職員の動員と配備

 2対策本部の設置
	○

○
	
	
	○


	○


	○

○
	○


	○


	○



	応急体制の確立
	1.指揮・命令、総合調整
	指揮・命令
	11対策本部の活動の統括・指揮・命令[対策本部長、水道技術管理者]

12班の活動の統括・指揮・命令[班長]

13担当の活動の統括[担当責任者]
	○

○

○
	
	
	○


	○


	○

○
	○

○
	○

○
	○

○

	
	
	会議等
	14対策本部会議(本部会議)[対策本部長、水道技術管理者、班長]

15班会議[各班の構成員全員]

16他班との連絡調整[担当責任者]
	○

○

○
	
	
	○


	○


	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○

	
	2.情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備(情報連絡、応援要請関係)

22通信機器の確保

23水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

24消防、他のライフライン等への連絡

25病院等への連絡

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	○

○

○

○

○

○
	
	
	
	
	○

○

○

○

○

○
	
	
	

	
	
	市民対応
	27広報

28電話等受付(苦情処理等)
	○

○
	
	
	
	
	○

○
	
	
	

	
	3.他事業者への応援要請
	30緊急措置等の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	○
	
	
	
	
	○
	
	○
	

	
	
	31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	○
	
	
	
	
	○
	○
	
	

	
	4.事故記録の作成
	41事故記録の作成
	○
	
	
	
	
	○
	
	
	

	緊急措置等
	7.水質汚染状況の判断と緊急措置等
	71資料等の準備(緊急措置関係)
	○
	
	
	
	
	
	
	○
	○

	
	
	72水質汚染事故状況の調査(水質検査含む)・緊急措置等
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	○

	
	
	74施設の運転管理、系統間水運用等
	○
	
	
	
	
	
	
	○
	○

	応急復旧
	8.応急復旧の計画作成と実施
	81応急復旧計画の作成
92応急復旧作業(洗浄、通水等)の実施
93水質検査の実施
	
	○

○

○
	
	
	
	
	
	○
○

○
	○

○

	応急給水
	5.応急給水の計画作成と実施
	51資料等の準備(応急給水関係)
	○
	
	
	
	
	
	○
	
	

	
	
	52応急給水計画の策定(運搬給水等)

61応急給水の実施(応急給水状況調査を含む)
	
	○

○
	
	
	
	
	○

○
	
	


注)
*1
：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当(○の部分)。



　※各班には、主要業務(○の部分)以外の業務もある。



：応援を依頼する業務項目

                                                                                              

図 2‑1 水質事故対策本部の組織

2.2 事後対策資料の準備

水質汚染事故時の初動体制の確立、応急体制の確立、緊急措置、応急給水、応急復旧の活動を迅速・的確に行うための事後対策資料は表 2-2のとおりとし、これらを定期的に更新する。

これらの資料は水道課(市役所)と浄水場、ポンプ場に分散して保管する。

表 2‑2　事後対策資料（事前準備）

	資　　料
	補 足 説 明
	備考
	*1
	*2
	*3
	*4
	*5

	非常配備体制表

（電話連絡網兼用）
	非常配備基準毎に配備要員と電話連絡の流れを明記。
	PⅡ-23

参照
	○
	
	
	
	

	関係機関連絡先リスト
	水質事故発生時に情報連絡や応援要請を行う関係機関を対象に、電話番号、FAX番号、本市の担当窓口等を明記。
	PⅡ-16

参照
	○
	
	
	
	

	指揮命令・連絡調整系統図
	組織構成と情報連絡の流れを明記。
	PⅡ-68～70参照
	○
	
	
	
	

	水源流域一般平面図
	本川、支川、工場、畜舎、下水処理場等の排水処理施設、取水位置等を明記。
	PⅡ-78

参照
	○
	
	
	
	

	重要施設等位置図

(給水拠点と給水対象施設)
	運搬給水基地、給水拠点、避難所、病院、福祉施設等の重要施設、水道課の位置等を明記。
	
	○
	○
	
	
	

	水道施設一般平面図
	取水場、導水管、浄水場、送水管、配水池、配水本管、配水区域、これらのフロー(水の流れ)を明記。
	
	○
	
	○
	
	

	機器操作マニュアル
	浄水場、ポンプ場の運転操作方法を明記
	
	
	
	
	○
	

	配管図
	導水管、送水管、配水本管、重要施設に至る配水管、空気弁等も明記。
	
	
	
	
	
	○

	応急給水マニュアル
	応急給水体制の構築。範囲や給水方法の設定。必要な資機材の確保・手配方法等を明記。必要に応じ、応援事業者も含めた体制を考慮。
	
	○
	○
	
	
	

	応急復旧マニュアル
	被害情報収集体制の構築、復旧方法の判定基準、復旧優先路線の設定、用地・資機材・人員の確保を明記
	
	○
	
	○
	
	○

	受援マニュアル
	応援・受援に係る概要(フロー図)、責任者・役割の明確化、応援要請方法、受入れ体制、費用負担を明記
	
	○
	○
	○
	
	


注）*1 水質汚染事故対策マニュアルの資料として整理しておく

*2 応急給水計画の立案や応援事業者等に対する応急給水場所等の提示に使用

*3 配水系統の変更、水運用に使用
*4 浄水場、ポンプ場等の緊急措置等の運転操作、応急復旧に使用
*5 管路の緊急措置等の操作、応急復旧に使用
2.3 関係機関との連携

水質汚染事故時に、事故の発生状況等について問い合わせを行う関係部署、被害状況等を報告する国や都道府県の水道担当部署、及び応援協定に基づき緊急措置、応急復旧、応急給水等の応援要請を行う水道事業者等、地元業者等の関係機関との情報連絡体制を表2-3に示す。なお、国や都道府県の水道担当部署に対しては、「飲料水健康危機管理実施要領について」（参考資料１（PⅡ-98参照））に基づき、水質異常の詳細な内容、措置の内容等を報告する。

表 2‑3　関係機関との情報連絡体制(例) 

	関係機関
	電話番号
	FAX番号
	本市担当

	
	
	
	総務班
	応急

給水班
	浄水施設
復旧班
	管路

復旧班

	
	
	
	調査

広報

担当
	動員

調達

担当
	計画

情報

担当
	計画

情報

担当
	計画

情報

担当

	国・県
	厚生労働省医薬・生活衛生局水道課*1
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	○○県生活衛生部*1
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	○○県災害対策本部*1
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	市関係機関
	公衆衛生担当部局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	○○市保健所
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	国土交通省○○工事事務所
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	○

	
	○○川水質連絡協議会
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	公共用水域・地下水保全担当部局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	毒物・劇物製造等の監視指導担当部局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	危険物を所管する担当部局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	
	市消防局
	***-***-****
	***-***-****
	○
	
	
	
	

	水道

事業体
	日本水道協会本部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○地方支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○県支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	日本水道協会○○ブロック支部
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○市(応援協定締結都市)
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○水道用水供給事業
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	応急給水
応援団体
	自衛隊*3
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	○○県トラック協会○○支部*2
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	
	応急給水作業協力者(ボランティア等)*1
	***-***-****
	***-***-****
	
	○
	
	
	

	浄水施設等復旧

応援団体
	施設維持管理受託業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	機械設備業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	電気計装設備業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	水処理薬品業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	水質分析機器業者
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	

	
	○○市建設業協同組合
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	
	○
	○

	重要

施設
	小中学校等
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	

	
	病院
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	

	
	福祉施設
	***-***-****
	***-***-****
	
	
	○
	
	


注)
*1被災状況等の報告を行う。


*2給水車、給水タンクを載せるトラックを借用する場合。

2.4 教育・訓練等

2.4.1 教育

水質汚染事故の基礎知識、被害想定、事故発生時の各自の職務分担等について、本マニュアル等を教材として、研修会、講習会を開催し、職員の水質汚染事故時における判断力の養成、防災上の知識及び技術の向上を図る。

2.4.2 訓練等

水質汚染事故に対する訓練は、動員、情報連絡、状況判断・緊急措置、応援要請・受入、応急給水や応急復旧の計画策定と実施等について、各項目を組み合わせて年○回程度行うこととする。

１）動員訓練

(1) 職員の動員・配備と水質事故対策本部の設営

２）情報連絡訓練

(1) 指揮命令事項の伝達

(2) 水質汚染事故の情報収集・整理と市民・報道機関等への広報

(3) 各会議の実施

３）水質汚染事故の状況確認・判断、緊急措置訓練

(1) 水質汚染事故状況等の確認・判断（水質検査を含む）

(2) 水質汚染事故への対応・緊急措置

４）応援要請、受入・配備訓練

(1) 緊急措置、応急復旧、応急給水の応援要請と受入・配備

５）応急給水訓練

(1) 応急給水計画の策定

(2) 応急給水の実施

６）応急復旧訓練

(1) 応急復旧計画の策定

(2) 応急復旧の実施

2.5 水道施設等の水質汚染事故対策

2.5.1 水質汚染事故対策全般

「1.5

 REF _Ref139826059 \h 
 \* MERGEFORMAT 被害想定と応援依頼」に基づき、水質汚染事故が想定される取水施設や浄水施設への粉末活性炭設備の設置や連絡管の整備、水質監視機器の設置等を、重要度、緊急度の高いものから順に計画的に行う。

・取・浄水施設への粉末活性炭設備の設置

・水源系統間の連絡管の整備

・水質監視機器の設置

　　原水・浄水・配水の自動水質監視計器の設置

　　魚類による水質監視装置、ＩＴＶ監視装置の設置

・必要機材の備蓄・整備

　　事故状況の判断に必要な機材等(採水用具､簡易試験試薬等)
(表2-4,5,6参照)

　　緊急措置に必要な資材（オイルフェンス、オイルマット等）

　　応急給水に必要な機材（給水車、可搬式給水タンク等）

表 2‑4　現地調査の携帯品リスト例
	資機材名
	備考

	採水用具
	ひしゃく・採水器、バケツ、ロープ、ロート、ポリビン、ガムテープ、油性ペン、クーラーボックス
	初動対応の場合、簡易測定器や目視による確認が中心となるが、応急対応が必要な場合に備えて採水用具は携帯する。

	採取器具
	採取網
	魚類のへい死時に使用する。水辺に近づくことが困難な場合もあるので、伸縮柄も携帯する。

	
	ポリ袋
	

	
	プランクトンネット
	給水栓で異物が広域に発生した場合などに使用する。

	簡易測定器
	pH計
	　

	
	DO計
	　

	
	伝導度計
	　

	
	パックテスト
	　

	
	残塩計
	給水栓での異常に使用する

	
	温度計
	　

	
	濁度、色度確認用比色管
	給水栓の異常に使用する。対比列を携帯することが望ましいが、比色管のみでも異常の有無の確認は可能。

	
	ろ紙
	

	
	臭気確認用共栓付き三角フラスコ
	給水栓での異常、水源での異常共に有効な確認手段となることがある。

	
	臭気試験用お湯入りポット
	

	
	バイオアッセイ用メダカ
	　

	その他
	管内図、野帳、筆記用具、ヘッドランプ、カメラ、救命具、長靴、胴長ゴム靴、合羽、連絡用携帯電話、ヘルメット、カラーコーン、虫除けスプレー


出典：公益社団法人　日本水道協会「水質異常の監視・対策指針2019」 
表 2‑5　簡易試験試薬の例
	項目
	濃度範囲
	測定
時間
	推定される事故原因（例）
	備考

	遊離残留塩素
	0.1
	～
	5
	mg/L
	10秒
	水道施設における塩素注入設備の故障
	

	総残留塩素
	0.1
	～
	5
	mg/L
	2分
	
	

	鉛
	0
	～
	1
	mg/L
	10分
	鉛製給水管の使用
	別途計器が必要

	ヒ素
	0.01
	～
	1
	mg/L
	10分
	工場排水等の流入、不法投棄
	濃縮による高感度測定

	六価クロム
	0.002
	～
	0.1
	mg/L
	4分
	
	濃縮による高感度測定

	
	0.05
	～
	2
	mg/L
	10秒
	
	

	遊離シアン
	0.02
	～
	2
	mg/L
	5分
	
	

	亜硝酸態窒素
	0.005
	～
	0.05
	mg/L
	2分
	農地における肥料の過剰投入
	

	
	0.006
	～
	3
	mg/L
	2分
	
	

	硝酸態窒素
	0.2
	～
	10
	mg/L
	3分
	
	

	フッ素
	0
	～
	5
	mg/L
	2分
	工場排水等の流入、不法投棄
	

	
	0
	～
	8
	mg/L
	10分
	
	

	ほう素
	0
	～
	10
	mg/L
	30分
	
	

	ホルムアルデヒド
	0
	～
	2
	mg/L
	4分
	
	

	亜鉛
	0
	～
	2
	mg/L
	4分
	
	

	アルミニウム
	0
	～
	1
	mg/L
	10分
	浄水場の酸・アルカリ注入設備の故障
	

	銅
	0.02
	～
	0.5
	mg/L
	3分
	工場排水等の流入、不法投棄
	濃縮操作あり

	
	0.5
	～
	10
	mg/L
	1分
	
	

	鉄
	0.05
	～
	2
	mg/L
	2分
	浄水場の塩素注入設備の故障
	

	
	0.3
	～
	10
	mg/L
	20秒
	
	

	マンガン
	0.02
	～
	1
	mg/L
	3分
	
	濃縮操作あり

	
	0.5
	～
	20
	mg/L
	30秒
	
	

	塩化物
	0
	～
	50
	mg/L以上
	1分
	海水の混入
	

	総硬度
	0
	～
	200
	mg/L
	30秒
	
	

	マグネシウム硬度
	0
	～
	82
	mg/L
	1分
	
	

	陰イオン界面活性剤
	0
	～
	50
	mg/L以上
	5分
	下水道の簡易放流、生活排水等の流入
	

	フェノール
	0
	～
	10
	mg/L
	8分
	工場排水等の流入、不法投棄
	

	pH値
	5.0
	～
	9.5
	
	10秒
	浄水場の酸・アルカリ注入設備の故障
	

	項目
	濃度範囲
	測定
時間
	推定される事故原因（例）
	備考

	金属総量
	0
	～
	5
	mg/L以上
	1分
	
	（Cu、Zn、Mg、Ni、Cd）

	ニッケル
	0.02
	～
	1
	mg/L
	5分
	
	濃縮操作あり

	
	0.5
	～
	10
	mg/L
	2分
	
	

	亜硫酸
	50
	～
	2000
	mg/L
	10秒
	
	

	総アルカリ度
	0
	～
	100
	mg/L
	20秒
	
	

	アンモニア態窒素
	0.2
	～
	10
	mg/L
	5分
	
	

	COD
	0
	～
	10
	mg/L
	5分
	
	

	過酸化水素
	0.05
	～
	5
	mg/L
	1分
	
	

	過マンガン酸カリウム消費量
	0
	～
	15
	mg/L
	5～8分
	
	水温により測定時間が異なる

	硫化水素
	0.1
	～
	5
	mg/L
	3分
	
	

	硫酸
	50
	～
	2000
	mg/L以上
	10秒
	
	

	リン酸
	0.2
	～
	10
	mg/L
	2分
	
	

	リン酸態リン
	0.1
	～
	5
	mg/L
	1分
	
	

	金
	0
	～
	20
	mg/L
	30秒
	
	

	銀
	0
	～
	5
	mg/L以上
	3分
	
	

	コバルト
	0
	～
	10
	mg/L以上
	3分
	
	

	シリカ
	0.01
	～
	0.5
	mg/L
	8分
	
	濃縮操作あり

	
	0.5
	～
	20
	mg/L
	6.5分
	
	

	パラジウム
	1
	～
	50
	mg/L
	1分
	
	

	モリブデン
	5
	～
	500
	mg/L
	1分
	
	

	ヒドラジン
	0.05
	～
	2
	mg/L
	10分
	
	


出典：公益社団法人　日本水道協会「水質異常の監視・対策指針2019」
表 2-6　可搬式吸光光度計と専用試薬を使用して測定可能な項目（一例）

	項目
	濃度範囲
	測定方法

	遊離残留塩素
	0.02
	～
	2
	mg/L
	DPD法

	全塩素
	0.1
	～
	10
	mg/L
	DPD法

	六価クロム
	0.01
	～
	0.6
	mg/L
	ジフェニルカルボヒドラジド法

	シアン化物
	0.008
	～
	0.24
	mg/L
	ピリジン－ピラゾロン法

	亜硝酸態窒素
	0.005
	～
	0.35
	mg/L
	ジアゾ化法

	硝酸態窒素
	0.8
	～
	30
	mg/L
	カドミウム還元法

	フッ化物
	0.05
	～
	2
	mg/L
	SPANDS法

	ほう素
	2
	～
	50
	mg/L
	カルミン法

	亜鉛
	0.02
	～
	3
	mg/L
	ジルコン法

	アルミニウム
	0.013
	～
	0.8
	mg/L
	アルミノン法

	銅
	0.04
	～
	5
	mg/L
	ビシンコニン酸法

	鉄
	0.03
	～
	1.8
	mg/L
	鉄モリブデン法

	マンガン
	0.02
	～
	0.7
	mg/L
	PAN法

	陰イオン界面活性剤
	0.02
	～
	0.3
	mg/L 
	クリスタルバイオレット法

	TOC
	0.3
	～
	20
	mg/L
	直接酸化法

	pH値
	6.5
	～
	8.5
	
	フェノールレッド法

	ニッケル
	0.013
	～
	1
	mg/L
	PAN法

	アンモニア態窒素
	0.08
	～
	2.5
	mg/L
	サリチル酸法

	COD
	0.5
	～
	12
	mg/L
	過マンガン酸法

	リン酸
	0.14
	～
	30
	mg/L
	アミノ酸法

	モリブデン
	0.2
	～
	40
	mg/L
	メルカプト酢酸法

	ヒドラジン
	0.016
	～
	0.5
	mg/L
	p-ジメチルアミノベンズアルデヒド法


出典：公益社団法人　日本水道協会「水質異常の監視・対策指針2019」
2.5.2 クリプトスポリジウム対策

「水道におけるクリブトスポリジウム対策指針」(参考資料３(PⅡ-118)参照)に基づき、クリプトスポリジウム対策の事前対策として以下の事項について記述する。

1） 水道原水に係るクリプトスポリジウムによる汚染のおそれの判断

①以下のいずれかの場合には、大腸菌及び嫌気性芽胞菌（以下｢指標菌｣という。）の検査を実施し、いずれかの菌が検出された場合には、水道原水のクリプトスポリジウムによる汚染のおそれがあると判断する。

　　・水道の原水から大腸菌群が検出されたことがある場合

　　・水道の水源となる表流水、伏流水若しくは湧水の取水施設の上流域又は浅井戸の周辺に、人間又は哺乳動物の糞便を処理する施設等の排出源がある場合

②①において指標菌が検出されなかった場合、クリプトスポリジウムを除去できる浄水処理を実施していない施設にあっては、水道原水の指標菌の検査を毎月1回以上実施する。

2） 事前対策

クリプトスポリジウムによる汚染のおそれがある水道水源から取水する場合、次の対応措置を講ずる。

(1) 施設整備

クリプトスポリジウムによって水道原水が汚染されるおそれのある浄水場では、クリプトスポリジウムを除去することができる浄水処理を行う。

汚染のおそれがあるにもかかわらず、これらの浄水処理を実施していない浄水場においては、早急に浄水処理施設の整備を実施するか、又は、クリプトスポリジウムによって汚染されるおそれのない水源からの取水に変更する。

(2) 浄水処理の徹底

①ろ過池出口の水の濁度を常時把握し、ろ過池出口の濁度を0.1度以下に維持する。

②ろ過方式ごとに適切に浄水管理を行う必要があるが、特に急速ろ過法を用いる場合にあっては、原水が低濁度であっても、必ず凝集剤を用いて処理を行う。

③凝集剤に注入量、ろ過池出口濁度等、浄水施設の運転管理に関する記録を残す。

(3) 水源対策

表流水若しくは伏流水の取水施設の近傍上流域又は浅井戸の周辺にクリプトスポリジウムを排出する可能性のある汚水処理施設等の排水口がある場合には、当該排水口を取水口等より下流に移設し、又は、当該排水口より上流への取水口等の移設が恒久対策として重要であるので、関係機関と協議のうえ、その実施を図る。

３．事後対策

3． 事後対策

水質汚染事故発生後、事前対策であらかじめとりまとめた「初動体制」を迅速に確立し、緊急措置等の初期活動を行う。

初期活動では、水質汚染事故の被害状況を調査し、想定水質汚染事故による被害と比較し、これらを基に事後対策の実施体制を計画する。その結果、当市で対応できないことが判明した場合、他事業者に応援を依頼して「応急体制」を速やかに整備し、応急給水及び浄水施設・管路等の応急復旧(洗浄、通水等)を計画的に実施する。

3.1 初動体制の確立

水質汚染事故が発生した場合の非常配備基準を表3-1に、非常配備体制を表3-2に示す。表3-1に示すように、第２・３非常配備の場合、水道事業管理者は水質事故対策本部を設置する。

第１～３非常配備の場合、各職員は初動体制の確立に向け、表 3-3、表 3-4の業務内容表に示す要領で配備等を行う。

表 3‑1 非常配備基準(例)

	非常配備
	配備基準
	出動範囲
	本マニュアルの事後対策業務のうち、実施するもの



	第１非常配備
	水源上流域での水質異常があるが取水停止に至らない場合、及び取水停止（浄水停止）を行うが水運用等によって送配水が継続できる場合
	班長以上、

取・浄水班
	汚染状況等の把握、緊急措置、情報連絡等。(水質事故対策本部体制に準じて、これらの業務を実施)

	第２非常配備

(水質事故対策本部設置)
	長時間の取水停止（浄水停止）を行い、減断水を生じる場合
	班長、担当責任者以上、

取・浄水班
	汚染状況等の把握、緊急措置、応急給水・応急復旧の実施、情報連絡等。

	第３非常配備

(水質事故対策本部設置)
	給水の緊急停止を行う場合
	職員全員
	応援要請を含め、全ての業務を実施。


表 3‑2　非常配備体制(例) *3
	災害時の組織
	平常時の組織
	第１非常配備
	
	

	
	
	第２非常配備
	

	
	
	第３非常配備

	水質事故対策本部長
水道技術

管理者
	水道課長

水道技術

管理者
	
	
	

	取・浄水

斑
	浄水係
	
	
	

	総務班
	庶務･

経理係
	
	
	

	応急

給水班
	営業係
	
	
	

	管路班
	工務係
	
	
	

	職員数
	１０人
	
	

	
	１３人
	

	
	２２人




表 3‑3　初動体制の確立(全職員)
	全職員
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	
	1）職員の動員と配備

(1) 職員の動員(参集)

(※勤務時間外に水質汚染事故が発生した場合)
	水質汚染事故発生後、動員指令を受けた場合*1、職員は以下の要領で参集する。
5 水質汚染事故発生後、職員は勤務場所(浄水係以外は市役所、浄水係は○○浄水場あるいは水源水質事故が発生した河川等)に参集する。
6 参集した職員は、参集したことを各班の計画・情報担当(総務班は動員・調達担当)に報告する。

	*1「表3-2 非常配備体制表(電話連絡網兼用)」を利用。



	○
	
	
	□
	
	2）水質事故対策本部の設営
	7 対策本部の設置の決定に基づき、総務班の職員が中心となって、水質事故対策本部の設営*1を行う。


	*1 通信機器、放送機器、資料、情報掲示板等の整備を行う。


表 3‑4　初動体制の確立(対策本部長／水道技術管理者)
	本部長／水道技術管理者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業体
	初期
	復旧期
	
	
	

	対策本部長(本部長)
	
	
	

	○
	
	
	□
	
	1）対策本部の設置
	8 水質汚染事故の状況を把握した上で、対策本部の設置等の非常配備体制を決定する。

	

	水道技術管理者
	
	
	

	○
	
	
	□
	
	11）対策本部の設置
	9 対策本部の設置等の非常配備体制を決定にあたり、本部長を技術面から補佐する。

	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。


3.2 応急体制の確立、緊急措置、応急復旧、応急給水

3.2.1 水質事故対策本部

事前対策であらかじめ定めた「水質事故対策本部」体制に基づき、会議・業務を実施し、緊急措置、応急復旧、応急給水等を計画的に進める。（図 2‑1 (PⅡ-14)参照）
3.2.2 水質事故対策本部会議　

初動体制が確立された段階や被害状況・断水状況等が確認できた段階、及び応急復旧・応急給水を進める段階において、定期的あるいは臨時に水質事故対策本部会議を開催し、次の事柄を決定する。

なお、構成メンバーが出席できない場合、代理の職員が出席する。

（1） 発生した水質事故による被害状況を把握し、想定水質汚染事故の被害とを比較して、緊急措置、応急復旧、応急給水の範囲・規模・目標等

（2） 他の水道事業者等への応急給水、応急復旧の応援要請の方針

（3） その他事後対策に必要な事項

3.2.3 水質事故対策本部長等（PⅡ-37～38参照）

対策本部の統括を行う水質事故対策本部長、水道技術管理者は、対策本部活動の指揮・命令、本部会議の開催等を実施する。

3.2.4 各応急対策班の担当業務

水質事故対策本部会議の方針決定に基づき、事前対策であらかじめ準備した、応急対策班の「業務内容表」、「応急対策資料」及び「関係機関との連携」等の資料を活用し、組織として、事後対策の諸業務を迅速・的確に実施する。

１）総務班の業務（PⅡ-39～46参照）

組織的な応急体制を確立するため、総務班の業務内容表に基づき、総務班の指揮・命令、他班との総合調整、情報連絡、市民対応、他事業者への応援要請等を迅速・的確に実施する。

２）応急給水班の業務（PⅡ-47～54参照）
想定水質汚染事故による想定断水状況と発生した水質汚染事故による断水状況を比較して、応急給水体制、応援依頼の規模等を設定する。

応急給水は配水池等における飲料水の確保状況、水道施設の稼働状況等を踏まえて、応急給水班の業務内容表に基づき、運搬給水、拠点給水、仮設給水から当該地区に適切な給水方式を採用して実施する。


図 3‑1　応急給水対策の分類

出典：社団法人　日本水道協会「水道維持管理指針」
３）取・浄水班の業務（PⅡ-55～63参照）・管路班の業務（PⅡ-64～70参照）
(1) 水質汚染事故対策全般

1) 基本的事項

水質異常時の対策については、「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について」（厚生労働省健康局水道課長通知　平成15年10月10日）(参考資料２(PⅡ-116)参照)に基づき、次の対応措置を講ずる。

１　水質検査の結果、水質基準を超えた値が検出された場合には、直ちに原因究明を行い、基準を満たすため下記２から５に基づき必要な対策を講じる。なお、水質検査結果に異常が認められた場合に、確認のため直ちに再検査を行う。

２　一般細菌及び大腸菌については、その水道水中の存在状況は病原微生物による汚染の可能性を直接的に示すものであるので、それらの評価は、検査ごとの結果を基準値と照らし合わせて行うべきであり、基準を超えている場合には、水質異常時とみて別紙３*1に従い、直ちに所要の措置を講ずる。また、塩化物イオンなど病原微生物の存在を疑わせる指標としての性格も有する項目（水道法施行規則第１５条第１項第４号において省略が可能とされていない項目のうち、総トリハロメタン、クロロホルム、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸、臭素酸及びホルムアルデヒド以外の項目をいう。）についても、その値が大きな変動を示した場合には、上記に準じて対応する。

３　シアン化物イオン及び塩化シアン並びに水銀及びその化合物については、生涯にわたる連続的な摂取をしても、人の健康に影響が生じない水準を基とし安全性を十分考慮して基準値が設定されているが、従前からの扱いを考慮して、上記２に準じて対応をとる。

４　新基準省令の表中１の項から３１の項までの上欄に掲げる事項のうち上記２及び３に示した項目を除いては、長期的な影響を考慮して基準設定がなされているが、検査ごとの結果の値が基準値を超えていることが明らかになった場合には、直ちに原因究明を行い所要の低減化対策を実施することにより、基準を満たす水質を確保する。基準値超過が継続すると見込まれる場合には、水質異常時とみて別紙３*1に従い所要の対応を図る。

５　新基準省令の表中３０の項から５１の項までの上欄に掲げる事項については、その基準値を超えることにより利用上、水道水として機能上の障害を生じるおそれがあることから、検査ごとの結果の値を基準値と照らし合わせることにより評価を行い、基準値を超えていることが明らかになった場合には、水質異常時とみて別紙３*1に従い所要の対応を図る。

注) *1　「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等

並びに水道水質管理における留意事項について」の別紙３を参照。

（厚生労働省健康局水道課長通知　平成15年10月10日）
2) 状況判断、緊急措置等の対策

水質異常時における情報連絡、応急対応等の対応フローを図3-2に示す。
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図 3‑2　水質異常時における対応フロー例


ここで、水源水質汚染事故の状況判断にあたっては、河川等の魚の斃死等の症状により、原因物質を特定したり、バイオアッセイ技術を用いた簡易毒性試験により、有害性を判定する。（「水質事故対策技術2001年版」(国土交通省水質連絡会編)を参照）

これらは、必要に応じ委託契約を締結している水質検査機関に委託して実施する。

緊急措置等は、水質汚染事故の被害状況等を把握した上で、あらかじめ検討した方法を参考に実施する。

想定水質汚染事故と発生した水質汚染事故を比較して、応急復旧体制、応援依頼の規模等を設定する。

なお、緊急措置等は、定められた様式等を用いて、水質汚染状況の確認・判断等を含めて正確に記録しておく。

状況判断、緊急措置、応急復旧等について対策体系を整理したものを図 3‑3に、水質汚染事故の発生場所、原因別に対応策を整理したもの表 3-5に示す。
また、水源水質汚染事故時の水質試験項目、具体的な措置の例を表 3-6に示す。


図 3‑3　状況判断、緊急措置、応急復旧対策等の分類

出典：財団法人　水道技術研究センター「水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル(平成11年2月)」※一部修正

表 3‑5　水質汚染事故種別の対応策

	想定事例
	対応策（緊急措置等）

	
	緩和措置
	浄水処理・塩素処理の強化
	取水停止*1
	浄水停止*1
	給水停止
	配水系統の変更・水運用
	その他の措置

	
	オイルフェンス
	吸着マット
	粉末活性炭
	
	
	
	
	
	

	水道水源

・原水
	表流水系原水
	有害物質・汚物等の流入
	○
	○
	○
	○
	○
	
	
	○
	○

	
	
	海水の遡上・混入
	
	
	
	
	○
	
	
	○
	○

	
	地下水系原水
	有害物質・汚物等の浸透・流入
	
	
	○
	○
	○
	
	
	○
	○

	水道施設
	浄水施設
	毒物・農薬等の投入
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	薬品注入不足・過剰注入
	
	
	
	○
	
	○
	
	○
	○

	
	
	汚水等の流入
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	送配水施設
	汚水等の流入（配水池）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	毒物・農薬等の投入
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○

	
	
	土砂・汚水等の流入（管路）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	給水装置
	クロスコネクション
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	汚水等の逆流・流入
	
	
	
	
	
	
	○
	
	○

	
	
	給水管－私設井戸接合
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	小規模水道
	受水槽への汚水等の流入・浸入
	
	
	
	
	
	
	○
	
	

	
	井戸水等
	水源井戸への汚物・農薬等の
流入・浸入
	
	○
	○
	○
	○
	
	○
	○
	○

	水系感染症・食中毒の
発生
	感染症（病原性微生物）の発生
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	水系伝染病・食中毒の発生
	
	
	
	○
	○
	
	○
	○
	○

	
	薬品中毒の発生
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注）*1水源汚染事故が水源において発生した場合、取水停止となり、浄水施設において発生した場合
　

表 3‑6　水源水質汚染事故時と具体的な措置の例

	区分
	想定される事故原因
	水質検査項目
	具体的措置

	異臭味
	油類
	不法投棄、重油タンク、灯油タンクからの流出、温泉揚水ポンプからの流出、舗装工事路材、土木工事機械からの流出
	臭気度、油種類の特定
	①「油事故対策要領」で対応
②油の流出防止・除去、ｵｲﾙﾌｪﾝｽ･ｵｲﾙﾏｯﾄ布設、取水停止、活性炭処理、池槽清掃

	
	屎尿・

腐敗
	養豚、養鶏の糞尿の混入、下水の無処理水流入、屎尿の不法投棄、特定施設・浄化槽等の排水の流入、屎尿の不法投棄、特定施設・浄化槽等の排水の流入、ダム浚渫、河川改修工事に伴う底質の流入
	臭気度、アンモニア性窒素、塩素イオン濃度、過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘﾑ消費量、細菌試験、塩素要求量
	①原因物質の流出防止・除去

②臭気が強い場合は、活性炭処理

③塩素注入量の増加

	
	薬品
	鉱山廃水、廃滓、選鉱薬品の流入、塗料の流入、工場排水の流入
	臭気度、味、電気伝導度、pH値、重金属、フェノール等
	①原因物質の流出防止・除去、取水停止、活性炭処理等

	
	
	
	
	②原因物質の特定

	魚類の異常
	選鉱薬品の流入、有害・有毒物質の混入、農薬類の流入
	溶存酸素、水温、pH値、重金属類、農薬類、シアン、その他
	①原因物質の特定、流出防止、除去
②送水水質の安全の確認
③活性炭による除去効果の確認
④取水停止・再開の検討

	濁度の上昇
	降雨、河川改修等
	濁度､アルカリ度､ジャーテスト
	凝集剤、アルカリ剤の調整

	ｐＨ値の異常
	鉱山事故、藻類の大量発生、工場排水や都市下水の流入
	生物試験、pH値
	

	マンガンの上昇
	鉱山事故、ダム工事、浚渫等
	電気伝導度、重金属類
	①ﾏﾝｶﾞﾝ濃度に応じたﾏﾝｶﾞﾝ処理

	
	
	
	②塩素注入量を増加

	残留塩素の低下
	畜産排水、屎尿不法投棄
	屎尿・腐敗に同じ
	①原因物質の流出防止・除去
②臭気が強い場合は、活性炭処理
③塩素注入量の増加


(2) クリプトスポリジウム症が発生した場合の応急対応

クリプトスポリジウム症が発生し、水道水が原因であるおそれがある場合には、「水道におけるクリブトスポリジウム等対策指針」(参考資料３(PⅡ-118)参照)に基づき、次の対応措置を講ずる。

①応急対応の実施

都道府県の関係部局と連携して応急対応を実施する。

②水道利用者への広報・飲用指導等

下痢患者等の便からクリプトスポリジウム等が検出される等、水道が感染源であるおそれが否定できない場合には、直ちに水道利用者への広報・飲用指導等を行う。

③水道施設における応急対応

水道水がクリプトスポリジウム等に汚染された可能性のある場合には、給水停止の措置を講じた上で、浄水処理の強化を行うか、又は、汚染されているおそれのある原水の取水停止・水源の切り替え等を実施する。

その後、配水管等の洗浄を十分に行った上で、クリプトスポリジウム等の有無の検査により、飲用水としての利用に支障がないと判断された場合に給水を再開する。

４. 事後対策業務手順図表

４.1 業務内容表

4.1.1 対策本部長等の業務

　　　　　［対策本部長、水道技術管理者］

	本部長／水道技術管理者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	対策本部長(本部長)
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	11）対策本部活動の指揮・命令
	10 各班では対応が困難な事項が生じた場合、必要に応じて各班を指揮・命令し、対策本部の活動の円滑化を図る。

	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	11 以下の事項を決定する。

・応急給水・応急復旧の目標

・応援要請の範囲・規模等

12 各班の活動状況及び今後の活動方針を確認する。

13 必要に応じて各班の活動を指揮・命令する。

	

	水道技術管理者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	11）対策本部活動の指揮・命令
	14 本部長を技術面から補佐して、対策本部の活動の円滑化を図る。水道法第19条の水道の技術上の管理業務（水質検査、消毒その他衛生上必要な措置、給水の緊急停止等）について、監督等を行う。


	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	15 本部長を技術面から補佐して、本部会議の円滑化を図る。重要事項の決定、各班の活動状況・方針の確認等を技術面から支援する。

	


4.1.2 総務班の業務

総務班の組織



　









	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	4人

	○
	市長部局職員
	8人

	★
	応援事業者職員等
	－

	計
	12人


総務班の業務
	業務区分
	業務項目
	総務班

	
	
	班長
	担当責任者
	調査広報担当
	動員調達担当

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備（情報連絡、応援要請関係）

22通信機器の確保

23水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

24消防、他のライフライン等への連絡

25病院等への連絡

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	◎

○

◎

◎

◎

◎

◎
	◎

◎



	
	
	市民対応
	27広報

28電話等受付（苦情処理等）
	
	
	◎

◎
	○

	
	他事業者への

応援要請
	30緊急措置等の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	
	
	
	◎

◎

	
	事故記録の作成
	41事故記録の作成
	
	
	◎
	○

	緊急措置等
	水質汚染状況の判断と緊急措置等
	71資料等の準備（緊急措置等関係）
	
	
	
	

	
	
	72水質汚染事故状況の調査（水質検査等を含む）・緊急措置等
	
	
	
	

	
	
	74施設の運転管理、系統間水運用等
	
	
	
	

	応急復旧
	応急復旧の計画

作成と実施
	81応急復旧計画の作成

92応急復旧作業（洗浄、通水等の実施）

93水質検査の実施
	
	
	
	

	応急給水
	応急給水の計画

作成と実施
	51資料等の準備（応急給水関係）
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の作成（運搬給水）

61応急給水の実施（応急給水状況調査を含む）
	
	
	
	


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	総務班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	 班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）総務班活動の指揮・命令
	16 総務班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	17 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

18 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議
(班会議)
	19 必要に応じて総務班会議を招集する。

20 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	 担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	21 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議
(班会議)
	22 総務班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	総務班　調査･広報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議(班会議)
	23 総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	21）資料等の準備
22）通信機器の確保


	24 調査･広報担当で使用する資料・様式等を準備する。

25 動員・調達担当に調査・広報担当で必要な通信機器を受け取る。
	

	○
	
	
	□
	□

	23）水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

	26 各担当から以下に示す水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定等の情報を確認する。

　　

　(a)応急給水班計画・情報担当

· 応急給水状況

· 応急給水計画

(b)取・浄水班計画・情報担当

· 水質汚染事故の状況(発生時間・場所、事故の種類等)*1

· 緊急措置の状況

· 施設の運転管理、系統間の水運用の計画と実施状況

· 水道施設内における汚染水の到達範囲

· 取・浄水施設等の洗浄・通水等の応急復旧計画と復旧状況

(c)管路班計画・情報担当

· 取水停止に伴う各地区の断水状況

· 管路の洗浄・通水等の応急復旧計画と復旧状況


	*1 当初は「様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート」を利用。

追加情報は、「様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表」を利用

	○
	
	
	□
	□

	24）消防、他のライフライン等への連絡
	27 断水に至るおそれがある場合、消防、他のライフライン等に水質汚染事故の状況、復旧状況、断水状況等を連絡する。
	

	○
	
	
	□
	□

	25）病院等への連絡
	28 断水に至るおそれがある場合、病院等に水道施設の水質汚染事故の状況、復旧状況、断水状況、応急給水状況等を連絡する。
	

	○
	
	
	□
	□
	26）厚生労働省、都道府県等への状況報告
	29 厚生労働省及び都道府県等に水質汚染事故状況、復旧状況、断水状況、応急給水状況等を報告する。
	・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

	○
	
	
	□
	□

	27）広報


	30 市民、マスコミに対し、定期的に以下の情報を広報する。*1*2*3

· 応急給水状況（給水場所・時間等）*4*5

· 応急給水計画

· 水質汚染事故の状況、緊急措置の状況

· 取・浄水施設等の洗浄・通水等の応急復旧計画と復旧状況

· 取水停止に伴う断水状況

· 管路の洗浄・通水等の応急復旧計画と復旧状況

31 市民から問い合わせがあった場合、①の情報を広報する。
	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

*2マスコミに対しては、情報を定期的にファックスなどの書面で提供する制度をとり、関係を良好に保ち、全面的な協力を求めることが望ましい。

*3市民への広報は、掲示板、ちらし等の文字情報を用いて行うと、読み直しができるので効果的。

*4節水の呼びかけや河川水などを飲料水として使わないことも広報する。

*5応急給水に関する広報は、応急給水班と連携して行う。

	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
(1) 苦情の収集と処理
	32 調査・広報担当あるいは動員・調達担当を通して、市民から苦情を受け付ける。

33 ①の苦情を整理し、調査・広報担当で処理できるものは処理する。

34 調査・広報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以下の担当に処理を依頼する。
応急給水班　　　計画・情報担当
取・浄水班　　　計画・情報担当
管路班　　　　　計画・情報担当

35 他班で処理できず、総務班で処理できる苦情を③の担当から受け付け、処理する。
	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情処理の結果の収集
	36 (1)の③の担当から、他班における苦情とその処理結果を収集する。
	

	○
	
	
	
	
	41)事故記録の作成
	37 対策の終了後、以下の各担当の協力を得ながら、水源水質事故の状況、対策全般にわたる記録を速やかに作成する。

・総務班動員・調達担当

・応急給水班計画・情報担当

・取・浄水班計画・情報担当

  ・管路班計画・情報担当
	問題点などの評価・分析を行い、将来に役立てることが必要。


	総務班　動員・調達担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）総務班会議(班会議)
	38 総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	21）資料等の準備

	39 動員・調達担当で使用する資料・様式等を準備する。


	

	○
	
	
	□
	
	22）通信機器の確保


	40 総務班で使用する通信機器を準備し、調査・広報担当に必要なものを渡す。


	

	○
	
	
	□
	
	30）緊急措置等の応援要請と配備
	41 取・浄水班の各計画・情報担当より応援人員等の応援内容を確認し、以下の応援団体に応援要請を行う。*1*2

応援事業者（日本水道協会を通して）

42 応援団体が到着した際、受付を行い、取・浄水班の計画・情報担当に引き継ぐ。
	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2応援団体には、集合場所、連絡先、連絡方法等を通知する。

	○
	
	
	□
	□
	31）応急給水の応援要請と配備
	43 応急給水班計画・情報担当より応援人員、給水車両、応急給水資材等の応援内容を確認し、以下の応援団体に応援要請を行う。*1*2

応援事業者（日本水道協会を通して）

ボランティア（市災害対策本部を通して）

応急給水支援業者等（自衛隊、トラック協会等）

44 応援団体が到着した際、受付を行い、必要な情報を伝達し、応急給水班計画・情報担当に引き継ぐ。


	*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」を利用。

*2応援団体等には、集合場所、連絡先、連絡方法等を通知する。

・総務班の業務に従事可能な水道ＯＢに作業の補助を依頼することも有効。

	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
	45 市民から直接苦情を受けた場合、調査・広報担当に報告する。

	

	○
	
	
	
	
	41)事故記録の作成
	46 対策の終了後、調査・広報担当に協力して、動員・調達等に係る対策全般にわたる記録を速やかに作成する。
	問題点などの評価・分析を行い、将来に役立てることが必要。


4.1.3 応急給水班の業務
応急給水班の組織











	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	4人

	○
	市長部局職員
	7人

	★
	応援事業者職員等
	○○人

	計
	○○人




応急給水班の業務

	業務区分
	業務項目
	応急給水班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	応急給水

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備（情報連絡、応援要請関係）

22通信機器の確保

23水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

24消防、他のライフライン等への連絡

25病院等への連絡

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○


	○



	
	
	市民対応
	27広報

28電話等受付（苦情処理等）
	
	
	○

○
	○

	
	他事業体への

応援要請
	30緊急措置等の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	
	
	◎
	○

	
	事故記録の作成
	41事故記録の作成
	
	
	○
	

	緊急措置等
	水質汚染状況の判断と緊急措置等
	71資料等の準備（緊急措置等関係）
	
	
	
	

	
	
	72水質汚染事故状況の調査（水質検査等を含む）・緊急措置等
	
	
	○
	

	
	
	74施設の運転管理、系統間水運用等
	
	
	
	

	応急復旧
	応急復旧の計画

作成と実施
	81応急復旧計画の作成

92応急復旧作業（洗浄、通水等の実施）

93水質検査の実施
	
	
	
	

	応急給水
	応急給水の計画

作成と実施
	51資料等の準備（応急給水関係）
	
	
	◎
	○

	
	
	52応急給水計画の作成（運搬給水）

61応急給水の実施（応急給水状況調査を含む）
	
	
	◎

○
	○

◎


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	応急給水班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援

事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）応急給水班活動の指揮・命令
	47 応急給水班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	48 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

49 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）応急給水班会議
(班会議)
	50 必要に応じて応急給水班会議を招集する。

51 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	52 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）応急給水班会議
(班会議)
	53 応急給水班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	応急給水班　計画･情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）応急給水班会議

(班会議)
	54 応急給水班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	51）資料等の準備
22）通信機器の確保


	55 応急給水班で使用する資料・様式等を準備し、応急給水チームに必要なものを配布する。
56 応急給水班で使用する通信機器を準備し、応急給水チームに必要なものを渡す。

	

	○
	
	
	□
	□
	72）水質汚染事故の状況、緊急措置等の状況、断水状況等の確認
	57 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。

(a)取・浄水班計画・情報担当

· 水質汚染事故の状況

· 緊急措置の状況

· 浄水施設等の洗浄、通水等の応急復旧作業の進捗状況等

(b)管路班計画・情報担当

· 水質汚染事故による各地区の断水状況

· 管路の洗浄、通水等の応急復旧作業の進捗状況等


	

	
	○
	
	□
	□
	52）応急給水計画の策定等


	58 水質汚染事故により断水が生じた場合、断水状況等を整理して、以下の内容で応急給水計画を策定する。

· 断水区域及び断水人口の想定

· 災害弱者、高層住宅の所在の把握*1

· 応急給水量の算定

· 給水方法の選択

· 飲料水確保方法の選択

· 応急給水資機材の選択

· 応急給水箇所の優先選択*2

· 応急給水人員、車両等の配備*3

59 ①の応急給水計画を総務班調査・広報担当に報告する。

60 ①の応急給水計画を応急給水チームに指示する。

61 応急給水班の活動に関して、必要に応じて、応急給水チームを指揮・命令する。
	*1高齢者、障害者などの災害弱者に対しては、ボランティアを派遣したり、広報等により近隣住民に協力を要請する。

*2「表2-3 関係機関連絡先リスト」を利用。

*3病院等で受水槽に直接給水する場合ポンプ付き給水車が必要。



	○
	
	
	□
	□
	31）応急給水の応援要請と配備
	62 応急給水計画に基づき、応援人員、給水車両、応援給水資材等を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。*1

63 受け入れた応援団体に対し、応急給水活動方針等を説明し、応急給水チーム(ブロック責任者)に引き継ぎ、配備する。*2*3


	*1従事可能な水道ＯＢに応急給水の補助を依頼することも有効。

*2応援団体から、「様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書」を収集する。

*3応援団体に、依頼業務、遵守事項、連絡方法、作業方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	□
	61-1）応急給水状況調査
	64 応急給水チーム(ブロック責任者)より応急給水状況の調査結果を収集する。*1*2

65 ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当に報告する。
	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

*2「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	○
	
	
	□
	□
	27）広報


	66 給水拠点、避難所、福祉施設等に対し、定期的に以下の情報を広報する。

　　

· 応急給水状況（給水場所・時間等）

· 応急給水計画


	・広報は総務班の調査・広報担当と連携して行う。

・マイク、掲示板等を利用。

	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
(1) 苦情の収集と処理
	67 計画・情報担当あるいは応急給水チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

68 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理する。

69 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以下の担当に処理を依頼する。
総務班　　　　　調査・広報担当
取・浄水班　　　計画・情報担当
管路班　　　　　計画・情報担当

70 他班で処理できず、応急給水班で処理できる苦情を③の担当から受け付け、処理する。

	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情処理の結果の収集
	71 応急給水班における苦情とその処理結果を総務班の調査・広報担当に報告する。
	

	○
	
	
	
	
	41)事故記録の作成
	72 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、応急給水の状況・対策全般にわたる記録を速やかに作成する。


	問題点などの評価・分析を行い、将来に役立てることが必要。


	応急給水班　応急給水チーム
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）応急給水班会議

(班会議)
	73 応急給水班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	51）資料等の準備

22）通信機器の確保


	74 計画・情報担当から資料・様式を入手する。

75 計画・情報担当から通信機器を受け取る。


	

	
	○
	
	□
	□
	52）応急給水計画の確認、指揮・命令事項の確認
	76 計画・情報担当から応急給水計画（応急給水の場所等）を確認する。

77 計画・情報担当から指揮・命令事項を確認する。


	・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	
	○
	
	□
	□
	31）応急給水の応援団体の配備

	78 ブロック責任者は、計画・情報担当から応援団体を受け入れ、担当を定め応急給水チームに配備する。


	

	
	○
	
	□
	□
	61）応急給水の実施
	79 応急給水計画に基づき、運搬給水等の以下に示す指示された方法により、応急給水を行う。


	

	
	○
	
	□
	□
	61-1）応急給水状況調査
	80 応急給水チームは応急給水状況の調査結果を作成する。

81 ①の調査結果をブロック責任者が収集し、計画・情報担当に報告する。


	・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書」を使用。

	
	○
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)

	82 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


4.1.4 取・浄水班の業務

取・浄水班の組織


　








	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	5人

	○
	市長部局職員
	－

	★
	応援事業者職員等
	6人

	計
	11人




取・浄水班の業務

	業務区分
	業務項目
	取・浄水班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	浄水

施設等
復旧

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備（情報連絡、応援要請関係）

22通信機器の確保

23水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

24消防、他のライフライン等への連絡

25病院等への連絡

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○


	○



	
	
	市民対応
	27広報

28電話等受付（苦情処理等）
	
	
	○
	○

	
	他事業者への

応援要請
	30緊急措置等の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	
	
	◎


	

	
	事故記録の作成
	41事故記録の作成
	
	
	○
	

	緊急措置等
	水質汚染状況の判断と緊急措置等
	71資料等の準備（緊急措置等関係）
	
	
	◎
	○

	
	
	72水質汚染事故状況の調査（水質検査等を含む）・緊急措置等
	
	
	○
	◎

	
	
	74施設の運転管理、系統間水運用等
	
	
	◎
	○

	応急復旧
	応急復旧の計画

作成と実施
	81応急復旧計画の作成

92応急復旧作業（洗浄、通水等の実施）

93水質検査の実施
	
	
	◎

○


	○

◎

◎

	応急給水
	応急給水の計画

作成と実施
	51資料等の準備（応急給水関係）
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の作成（運搬給水）

61応急給水の実施（応急給水状況調査を含む）
	
	
	
	


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	取・浄水班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）取・浄水班活動の指揮・命令
	83 取・浄水班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	84 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。

85 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）取・浄水班会議
(班会議)
	86 必要に応じて取・浄水班会議を招集する。

87 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認し、必要に応じて修正する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	88 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）取・浄水班会議
(班会議)
	89 取・浄水班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	取・浄水班 計画･情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）取・浄水班会議

(班会議)
	90 取・浄水班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備
22）通信機器の確保


	91 取・浄水班で使用する資料・様式等を準備し、取・浄水チームに必要なものを配布する。

92 取・浄水班で使用する通信機器を準備し、取・浄水チームに必要なものを渡す。


	

	○
	
	
	□
	
	30）応援事業者等に対する緊急措置等の応援要請及び配備

	93 水質汚染事故の概要を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。

94 受け入れた応援事業者に対し、水質汚染事故の概要等を説明し、配備する。


	・○○県△△ブロックの共同水質検査体制に基づき、外部の水質検査機関等により、水質検査、状況判断、緊急措置の選定等を行う。

・応援事業者に依頼業務、遵守事項、連絡方法などを説明し、準備した資料を渡す。

	○
	
	
	□
	
	72）水質汚染事故状況の調査(水質検査等を含む)・緊急措置等


	95 取・浄水チームから、
水質汚染事故の状況*1を確認し、状況を判断する。

96 取・浄水チームと連携を図りながら、適切な緊急措置の方法を選定する。

97 取・浄水チームから、
緊急措置の結果、及び水道施設内における汚染水の到達範囲等を確認する。

98 ①～③の結果を、適宜、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。


	・事前の被害想定結果を参考にする。

*1 当初は「様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート」を利用。

追加情報は、「様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表」を利用。



	○
	
	
	□
	
	74) 施設の運転管理、

系統間水運用
	99 管路班の計画・情報担当と連携を図りながら、水質汚染事故により、供給水量が低下した系統に対して、他の系統からの供給が可能な否かを検討する。

100 ①が可能な場合、取・浄水チームに他系統の施設の運用方法の変更を指示する。

③ ②の結果を、適宜、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。


	

	○
	
	
	□
	□
	81）応急復旧(洗浄、通水等)計画の策定等


	101 水道施設内に汚染水が浸入した場合、その到達範囲等を整理し、以下の内容で取・浄水班の応急復旧(洗浄、通水等)計画を策定する。

· 復旧期間の設定

· 応急復旧の順位と方法の選択

· 応急復旧資機材の確保

· 復旧工程の検討

· 復旧工事班の編成(人員、協力会社、車両等)

102 ①の応急復旧計画を総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。

103 ①の応急復旧計画を取・浄水チームに指示する。

104 取・浄水班の活動に関して、必要に応じて、取・浄水チームを指揮・命令する。　


	

	○
	
	
	
	□
	92-1）応急復旧作業(洗浄、通水等)状況調査
	105 取・浄水チームから、取・浄水場等の施設の応急復旧作業(洗浄、通水等)状況を確認する。

106 ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。


	・「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
(1) 苦情の収集と処理
	107 計画・情報担当あるいは取・浄水チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

108 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理する。

109 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以下の担当に処理を依頼する。

総務班　　　　　調査・広報担当

応急給水班　　　計画・情報担当

管路班　　　　　計画・情報担当

110 他班で処理できず、取・浄水班で処理できる苦情を③の担当から受け付け、処理する。


	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情処理の結果の収集
	111 取・浄水班における苦情とその処理結果を総務班調査・広報担当に報告する。


	

	○
	
	
	
	
	41)事故記録の作成
	112 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、水質汚染事故の状況、対策全般にわたる記録を速やかに作成する。


	問題点などの評価・分析を行い、将来に役立てることが必要。


	取・浄水班 取・浄水チーム
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	
	○
	
	□
	□
	15）取・浄水班会議

(班会議)
	113 取・浄水班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	
	○
	
	□
	
	71）資料等の準備

22）通信機器の確保


	114 計画・情報担当より、必要な資料・様式を入手する。

115 計画・情報担当より、通信機器を受け取る。
	

	
	○
	
	□
	
	72）水質汚染事故状況の調査(水質検査等を含む)・緊急措置等


	116 水質汚染事故が発生した場合、あらかじめ定められた調査方法*1、順序に従って、現場確認を行い、以下に示す水質汚染事故状況調査を行う。

· 水質汚染事故状況(発生時間・場所、事故の種類等)*2

117 ①の結果を整理し、計画・情報担当に報告する。

118 計画・情報担当と連携を図りながら、水質汚染事故状況に応じて、以下に示す緊急措置を行う。

· 影響緩和措置（オイルフェンス、粉末活性炭等）

· 浄水処理強化

· 取水停止

· 給水の緊急停止

119 緊急措置の結果、及び水道施設内における汚染水の到達範囲等を整理し、計画・情報担当に報告する。


	*1外部の水質検査機関等により、毒性評価を主体とした以下の試験等を実施する。

・魚の斃死症状による原因物質の特定

・バイオアッセイ技術による簡易毒性試験等

・パックテスト等

*2 当初は「様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート」を利用。

追加情報は、「様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表」を利用。



	
	○
	
	□
	
	74) 施設の運転管理、

系統間水運用
	120 計画・情報担当の指示に基づき、健全な他の系統の施設の運用方法を変更し、水質汚染事故が発生した系統に対し浄水供給を行う。


	

	
	○
	
	□
	□
	81）応急復旧計画(洗浄、通水等)の確認、指揮・命令事項の確認
	121 水道施設内に汚染水が浸入した場合、計画・情報担当より、取・浄水班の応急復旧(洗浄、通水等)計画を確認する。

122 計画・情報担当より、指揮・命令事項を確認する。
	

	
	○
	
	
	□
	92）応急復旧作業(洗浄、通水等)の実施

93）水質検査の実施
	123 応急復旧計画に基づき、浄水施設等の応急復旧作業(洗浄、通水等)を行う。

124 復旧した浄水施設等を対象として水質検査を行う。
	・管路チームが給水の水質検査を実施する際、状況に応じて協力する。

	
	○
	
	
	□
	92-1）応急復旧作業状況調査
	125 浄水施設等の復旧状況調査結果を作成する。

126 計画・情報担当に、①の調査結果を報告する。
	

	
	○
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)

	127 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


4.1.5 管路班の業務

管路班の組織








	記号
	区分
	人員

	◎
	水道課職員
	7人

	○
	市長部局職員
	1人

	★
	応援事業者職員等
	－人

	計
	８人


管路班の業務

	業務区分
	業務項目
	管路班

	
	
	班長
	担当責任者
	計画情報担当
	管路復旧

チーム

	応急体制の確立
	指揮命令・総合調整
	指揮命令
	11対策本部の活動の統括・指揮・命令

12班の活動の統括・指揮・命令

13担当の活動の統括
	◎


	◎
	
	

	
	
	会議等
	14対策本部会議(本部会議)

15班会議

16他班との連絡調整
	◎

◎


	◎

◎
	◎


	◎



	
	情報連絡・市民対応
	情報連絡等
	21資料等の準備（情報連絡、応援要請関係）

22通信機器の確保

23水質汚染事故、緊急措置、応急給水等の状況、応急給水・復旧予定の確認

24消防、他のライフライン等への連絡

25病院等への連絡

26厚生労働省、都道府県等への状況報告
	
	
	○


	○



	
	
	市民対応
	27広報

28電話等受付（苦情処理等）
	
	
	○
	○

	
	他事業者への

応援要請
	30緊急措置等の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)

31応急給水の応援要請と配備(応援事業者等に対するもの)
	
	
	
	

	
	事故記録の作成
	41事故記録の作成
	
	
	○
	

	緊急措置等
	水質汚染状況の判断と緊急措置等
	71資料等の準備（緊急措置等関係）
	
	
	◎
	○

	
	
	72水質汚染事故状況の調査（水質検査等を含む）・緊急措置等
	
	
	○
	◎

	
	
	74施設の運転管理、系統間水運用等
	
	
	◎
	○

	応急復旧
	応急復旧の計画

作成と実施
	81応急復旧計画の作成

92応急復旧作業（洗浄、通水等の実施）

93水質検査の実施
	
	
	○


	◎

◎

	応急給水
	応急給水の計画

作成と実施
	51資料等の準備（応急給水関係）
	
	
	
	

	
	
	52応急給水計画の作成（運搬給水）

61応急給水の実施（応急給水状況調査を含む）
	
	
	
	


注)
*1
◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当。



○：主要業務以外の業務を行う担当。



　：応援を依頼する業務項目

	管路班　班長･担当責任者
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	班長
	
	
	副班長は班長の補佐、代理を行う。

	○
	
	
	□
	□
	12）管路班活動の指揮・命令
	128 管路班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	14）本部会議
	129 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。
130 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。
	

	○
	
	
	□
	□
	15）管路班会議
(班会議)
	131 必要に応じて管路班会議を招集する。

132 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方針を確認する。
	

	担当責任者
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	13）担当の活動の統括
	133 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。
	･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。

	○
	
	
	□
	□
	15）管路班会議
(班会議)
	134 管路班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を説明する。
	

	○
	
	
	□
	□
	16）他班との連絡調整
	1 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。

2 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに答える。
	


	管路班　計画・情報担当
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）管路班会議
(班会議)
	135 管路班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備
22）通信機器の確保


	136 管路班で使用する資料・様式等を準備し、管路チームに各々必要なものを配布する。

137 管路班で使用する通信機器を準備し、管路チームに各々必要なものを渡す。


	

	○
	
	
	□
	
	72）断水状況等の調査

	138 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。

(a)取・浄水班計画・情報担当

· 水質汚染事故の状況

· 緊急措置の状況

(b)管路班管路チーム（ブロック責任者）

· 水質汚染事故による各地区の断水状況

139 (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当に報告する。


	

	○
	
	
	□
	
	74) 系統間水運用
	140 取・浄水班の計画・情報担当と連携を図りながら、水質汚染事故が発生し、供給水量が低下した系統に対して、他の系統からの供給が可能な否かを検討する。

141 ①が可能な場合、管路チームに系統間の連絡バルブの開閉等の水運用方法の変更を指示する。


	

	○
	
	
	
	□
	92-1）応急復旧作業(洗浄、通水等)状況調査
	142 (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。*1

(a)取・浄水班計画・情報担当

· 浄水場等の施設の復旧状況

· 浄水場等の施設の応急復旧計画

(b)管路班管路チーム（ブロック責任者）

（ア）管路の復旧状況、断水状況

（イ）管路の応急復旧計画
143 (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班計画・情報担当に報告する。

	*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」を参照。



	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
(1) 苦情の収集と処理
	144 計画・情報担当あるいは管路チームを通して、市民から苦情を受け付ける。

145 ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理する。

146 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以下の担当に処理を依頼する。
総務班　　　　　調査・広報担当
応急給水班　　　計画・情報担当
取・浄水班　　　計画・情報担当

147 他班で処理できず、管路班で処理できる苦情を③の担当から受け付け、処理する。
	

	
	
	
	
	
	(2) 苦情処理の結果の収集
	148 管路班における苦情とその処理結果を総務班調査・広報担当に報告する。
	

	○
	
	
	
	
	41)事故記録の作成
	149 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、断水状況、通水作業全般にわたる記録を速やかに作成する。


	問題点などの評価・分析を行い、将来に役立てることが必要。


	管路班　管路チーム等
	業　務　項　目

（太字：主要業務　　）

（細字：主要業務以外）
	業　　務　　内　　容
	留　意　事　項　等

（太字は重要な資料を示す。）

	実施主体
	主な実施時期
	
	
	

	当市
	共同
	応援事業者
	初期
	復旧期
	
	
	

	○
	
	
	□
	□
	15）管路班会議
(班会議)
	150 管路班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告するとともに、活動方針を確認する。
	

	○
	
	
	□
	
	71）資料等の準備

22）通信機器の確保


	151 計画・情報担当から資料・様式を入手する。

152 計画・情報担当から通信機器を受け取る。


	

	○
	
	
	□
	
	72）断水状況調査

	153 定められた調査方法・順序に基づき、断水地区等の状況調査を行う。

154 断水状況調査の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、計画・情報担当に報告する。


	

	○
	
	
	□
	
	74) 施設の運転管理、

系統間水運用
	155 計画・情報担当の指示に基づき、系統間の連絡バルブの開閉等の水運用方法を変更する。


	

	○
	
	
	
	□
	92）管路の応急復旧作業(洗浄、通水等)の実施

93）水質検査の実施
	156 施設の復旧後、計画・情報担当の指示に基づき、管路の応急復旧作業(洗浄、通水等)を行う。*1

157 応急復旧作業が完了した管路を対象として水質検査を行う。*2

158 応急復旧作業の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、計画・情報担当に報告する。


	*1中大口径管路の空気弁を中心に、空気弁内の清掃、弁室の排水作業等を行う。

*2水質検査は必要に応じて、取・浄水チームの協力を得て行う。

	○
	
	
	□
	□
	28）電話等受付(苦情処理)
	159 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。


	


４.２ 情報連絡系統図





*1事後対策の基本的重要事項

*2水道の技術上の管理に関する事項（水質検査、衛生上の措置、給水の緊急停止等）



５．資料・様式

資料・様式  目次

（共　通）

様式Ａ１ 資機材の備蓄及び整備状況調査表･････････････････････････ Ⅱ-76
（応急給水用）

様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書･････････････････････････････････ Ⅱ-77
様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書･･･････････････････････････････ Ⅱ-78
（緊急措置用）

様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート･････････････････････････････････ Ⅱ-79
様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表･･･････････････････････････････ Ⅱ-80
資料Ｃ１ 水源流域情報マップ･････････････････････････････････････ Ⅱ-81
資料Ｃ２ 水源流域情報･･･････････････････････････････････････････ Ⅱ-82
資料Ｃ３ 広域水源水質監視体制１･････････････････････････････････ Ⅱ-83
資料Ｃ４ 広域水源水質監視体制２･････････････････････････････････ Ⅱ-84
資料Ｃ５ 事故対策基本チャート･･･････････････････････････････････ Ⅱ-85
資料Ｃ６ 事故発生時の緊急措置･･･････････････････････････････････ Ⅱ-87
資料Ｃ７ 取水停止・制限、給水停止の判断基準等･･･････････････････ Ⅱ-88
資料Ｃ８ 河川流下到達時間早見図表･･･････････････････････････････ Ⅱ-92
資料Ｃ９ 河川流下到達時間早見図表･･･････････････････････････････ Ⅱ-93
資料Ｃ１０ 河川流下到達時間早見図表･････････････････････････････ Ⅱ-94
資料Ｃ１１ 河川流下到達時間早見図表･････････････････････････････ Ⅱ-95
資料Ｃ１２ 水道施設(取･浄水施設)流下時間早見図表････････････････ Ⅱ-96
資料Ｃ１３ 水道施設(送水管路)流下時間早見図表･･･････････････････ Ⅱ-97
（参考資料）

参考資料１ 飲料水健康危機管理実施要領について･･･････････････････ Ⅱ-98
（平成25年10月25日　健水発第1025第１号）

参考資料２ 「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の･････ Ⅱ-116
一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について」
（一部抜粋）（平成15年10月10日　健水発第1010001号）
参考資料３ 水道におけるクリブトスポリジウム等対策指針･･････････ Ⅱ-118
参考資料４ 水質異常時における摂取制限を伴う給水継続の考え方に･･ Ⅱ-140
           について（平成28年３月31日　生食水発0331号）
様式Ａ１　　資機材の備蓄及び整備状況調査表
（平成　　年度現在）

　　　　　　　水道局

	項　目
	内　　容
	保有数量
	初期応援可能数
	備　考

	車両
	給水車（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	給水車（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	トラック
	
	
	

	
	クレーン車
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	給水容器
	仮設水槽（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	仮設水槽（　　　ｍ3）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	給水タンク（　　L）
	
	
	

	
	ポリ容器（　　　L）
	
	
	

	
	ポリ容器（　　　L）
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	機材
	応急給水装置
	
	
	

	
	ろ過機
	
	
	

	
	発電機
	
	
	

	
	投光器
	
	
	

	
	鉄管切断機
	
	
	

	
	電動ネジ切機
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	管類
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	直管（　　　　　mm）
	
	
	

	
	継手類
	
	
	

	缶詰
	水の缶詰
	
	
	

	
	食料
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）その他の欄には、特殊管、緊急用資機材等の状況を記入してください。

　　また、管類については継手種類についても明記してください。

様式Ｂ１　　応急給水応援体制報告書
	　　　年　　　月　　　日
	

	

	事業者名
	

	

	人員
	可能給水方法
	車両台数

（タンク容量）
	作業可能時間

	人
	タンク給水
	台

（　　　　ｍ3）
	～

	人
	タンク補給
	台

（　　　　ｍ3）
	～

	人
	容器配付
	台
	～

	人
	給水補助
	台
	～

	合　計

人
	
	合　計

台
	


様式Ｂ２　　応急給水作業指示・報告書
年　　月　　日
	事 業 者 名
	人員
	車両
	給水方法
	作業時間

	
	
	
	
	～

	注意点
	

	

	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	給水場所
	
	
	

	作業時間

と

給水量
	1
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	2
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	3
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	4
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	
	5
	～

ｍ3
	～

ｍ3
	～

ｍ3

	作業従事者
	
	給水方法
	タンク給水

容器配付
タンク補給

給水補助

	作業時間
	～
	
	

	給水人数
	人
	給水量合計
	ｍ3

	補給場所と

補給回数
	浄水場・配水場

　　　　　　　　　　　　　貯留槽・給水船
	　　　　　　　　回

	特記事項
	


様式Ｃ１　水質汚染事故受付シート

	受付時刻：
平成　　　年　　　月　　　日（　）　　　　時　　　分

	通報者
氏名
⇒受信者：

住所

電話番号

	事故発見時刻
平成　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分頃

汚染等の状況

	事故の種類：魚浮上、油流出、濁り、着色、着臭、発泡、その他（　　　　）、不明

	魚類の異常
	異常な魚の数
	

	
	異常な魚の大きさ
	

	
	異常な魚の状態
	

	
	その他気付いたこと
	

	油類等
	油（重油、軽油、灯油、ガソリン、エンジンオイル、その他）

その他の有害物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	流出量　　　　　　　リットル　河川への流出量　　　　　　リットル

	
	流出状況　（　）河川へはまだ流出していない


（　）河川への流出が続いている。


（　）河川への流出は終わった。

	濁り
	

	着色
	

	異臭
	

	発泡
	

	

	その他特記事項

	水質汚染事故連絡部所確認欄

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式Ｃ２　水質汚染事故情報の記録表

　　　　部　　　　課

平成　　　年　　　月　　　日
頁
	時間
	発信者
	内容及び対策
	受信者

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	

	：
	
	
	


　

水質汚染事故対策マニュアル(例)の特徴











　表2-3応急対策業務（業務概要表）






































総務班





応急給水班








取・浄水班





管路班








応急給水チーム★


(ブロック責任者)


（PⅡ-54参照）





応急給水チーム★


（PⅡ-54参照）





管路チーム


(ブロック責任者)


(PⅡ-70参照)








管路チーム


(PⅡ-70参照)





取・浄水チーム★


（PⅡ-62～63参照）





調査・広報担当


（PⅡ-43～45参照）





統括（班長等）


（PⅡ-42参照）





動員・調達担当


（PⅡ-46参照）





水質事故対策本部長


（PⅡ-38参照）





水道技術管理者


（PⅡ-38参照）





統括（班長等）


（PⅡ-50参照）





統括（班長等）


（PⅡ-58参照）





統括（班長等）


（PⅡ-67参照）





計画・情報担当★


(担当責任者を含む)


（PⅡ-59～61参照）





計画・情報担当


(担当責任者を含む)


（PⅡ-68～69参照）





（水質事故対策本部長等）





：水質事故対策本部会議委員


★　　：応援事業者あるいは共同で実施する。





　　　　　　　　　　　





計画・情報担当★


(担当責任者を含む)


（PⅡ-51～53参照）





○○水道技術管理者Tel ***-****





○○水道課長


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****








○○係員


Tel ***-****





○○係長*1


Tel ***-****





○○係員*2


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





○○係員


Tel ***-****





注）*1班長　　*2担当責任者


*3 職員が不在の場合、あらかじめ定めておいた次位の職員を配備する。





水の確保





資機材の備蓄





応急給水体制





拠点給水設置場所





配水管整備





耐震性貯水槽





小中学校等





公共施設等





医療機関等への給水





運搬給水





拠点給水





仮設給水





応急給水対策





(応急給水の充実)





出典：公益社団法人　日本水道協会「水質異常の監視・対策指針2019」





　出典：財団法人　水道技術研究センター「水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル(平成11年2月)」※一部修正





　出典：社団法人　日本水道協会「突発水質汚染の監視対策指針2002」





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-42参照］





◎副班長：＊＊＊＊





動員・調達担当


[PⅡ-46参照]





調査・広報担当


[PⅡ-43～45参照]





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-50参照］





◎副班長：＊＊＊＊





計画・情報担当


[PⅡ-51～53参照]





　○担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　○担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





応急給水チーム


[PⅡ-54参照]





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





・


・


・


・


・





　○担　当　者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





統括（班長等）


［PⅡ-58参照］





◎副班長：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





計画・情報担当


[PⅡ-59～61参照]





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　◎担　当　者：＊＊＊＊





取・浄水


チーム


[PⅡ-62～63参照]





　◎担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





　★担　当　者：＊＊＊＊





統括（班長等）


［PⅡ-67参照］





◎副班長：＊＊＊＊





◎班　長：＊＊＊＊(係長)





計画・情報担当


[PⅡ-68～69参照]





　◎担　当　者：＊＊＊＊





　◎担当責任者：＊＊＊＊





　○担　当　者：＊＊＊＊





管路チーム


[PⅡ-70参照]





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　◎担当者(ブロック責任者)：＊＊＊＊





　◎担　当　者：＊＊＊＊





4.2.1　指揮命令系統図





　　　　　　





指揮命令事項





：水質事故対策本部会議委員


★　　：応援事業者あるいは共同で実施する。





*1





統括（班長等）





水道技術管理者





*2





調査・広報担当





（水質事故対策本部長等より）





取・浄水班

















管路班








応急給水班








統括（班長等）





統括（班長等）





応急給水チーム★


(ブロック責任者)





取・浄水チーム★





計画・情報担当★





計画・情報担当





応急給水チーム★





（水質事故対策本部長等）











総務班











統括（班長等）





計画・情報担当★





水質事故対策本部長





*1





動員・調達担当





管路チーム


(ブロック責任者)





管路チーム





4.2.2　情報収集・広報連絡系統図





管路チーム


(ブロック責任者)





取・浄水チーム★





計画・情報担当★





計画・情報担当





応急給水チーム★





（水質事故対策本部長等）











総務班











計画・情報担当★





水質事故対策本部長





市災害対策本部





報 道 機 関





市　　　　民











統括（班長等）





統括（班長等）





統括（班長等）











水道技術管理者





被害状況等の情報





：水質事故対策本部会議委員


★　　：応援事業者あるいは共同で実施する。





　　　　　　





統括（班長等）





調査・広報担当





動員・調達担当





応急給水班








取・浄水班





管路班








応急給水チーム★


(ブロック責任者)





管路チーム








Ⅱ－1

